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【５月の活動予定】 

   1 日(日)13:00  「5.3 憲法集会」打ち合わせ会＝ＪＣＪ事務所 

  3 日(火)13:00  平和といのちと人権を！５・３ヒロシマ憲法集会＝ハノーバー庭園 

  7 日(土)11:00 部落解放・人権政策確立県民集会実行委員会企画委員会＝尾道市 

 8 日(日)16:00  原水禁世界大会中央・広島・長崎打合せ会＝平和運動センター事務所 

 9 日(月)18:00 「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」事務局会議＝ＪＣＪ事務所 

11 日(水)17:30 高校生平和大使・高校生 1 万人署名活動実行委員会サポーター会議＝広教組会議室 

12 日(木)～16 日(月) 復帰 44 年(第３９回)5・15 沖縄平和行進＝沖縄県内 

       ※5/15 平和とくらしを守る県民大会＝新都心公園 

14 日(土)13:00  被爆二世相談日＝平和運動センター事務所 

15 日(日)12:00  広教組「結成 70 周年祝賀会」＝ホテルチューリッヒ東方 2001 
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18 日(水)18:30  「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」世話人会＝広島弁護士会館 

19 日(木)17:30  「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」街頭行動＝広島市・本通り 

20 日(金)14:00   岡山県平和・人権・環境労組会議第 23 回総会＝労働福祉事業会館 

  21 日(土)10:00  「アジア・アフリカ支援米」田植え＝安芸高田市向原町 

 22 日(日)13:00  2016 部落解放・人権啓発講座＝三原市芸術文化センターポポロ 

      13:00  「第 19 代高校生平和大使」広島選考会＝ワークピア広島 

 23 日(月)13:00   第 53 回護憲大会実行委員会＝連合会館 

14:00  平和フォーラム第 1 回運営委員会・原水禁第 1 回常任執行委員会 

16:00  被爆 71 周年原水爆禁止世界大会常任実行委員会＝連合会館 

24 日(火)13:00  狭山事件の再審を求める市民集会＝東京・日比谷野外音楽堂 

26 日(木)17:30  部落解放広島県共闘会議第 2 回幹事会＝ワークピア広島 

27 日(金)10:00  広島平和文化センター第 2 回理事会＝広島国際会議場 

          17:00  広島県原水禁 5 月常任理事会＝自治労会館 

18:30 平和運動センター第 6 回常任幹事会・第 3 回幹事・地区労代表者会議＝自治労会館 

28 日(土)15:00 平和フォーラムしまね第 16 回総会＝しまね自治労会館 

29 日(日)10:00  広島県原爆被害者団体協議会 2016 年度定期総会＝広島市平和ビル 

         13:00 広島県原爆被害者団体協議会結成 60 周年記念の集い＝平和ビル 

30 日(月)17:00  2016 年度広島平和教育研究所理事会＝エコード広島 

 

 

平和運動センター第５回常任幹事会開く（４月２２日）  

〓今年も「構成組織交流会」を６月１９日に開催します〓 
  4 月 22 日、平和運動センター事務所において第 5 回

常任幹事会を開催しました。 

報告事項では、ストップ！戦争法 4 月の「19 日行動」

に約 50 人が参加、104 筆の署名集約を行ったこと。青森

市で開催された「4.9 反核燃の日全国集会」への参加など

の報告を行いました。                          

協議事項は、①2016 年構成組織交流会を 6 月 19 日に開

催する。②5 月 3 日に開催する「平和といのちと人権を！5.3 ヒロシマ憲法集会」への

参加体制。③「戦争法の廃止を求める 2000 万人統一署名」を 6 月末まで取り組むこと。

④4.26 チェルノブイリデーの取り組みについて。⑤広島朝鮮学園の連帯・支援の取り

組みとして、6 月 12 日に開催される「広島朝鮮学園創立 70 周年記念行事」に参加する。

⑥「アジア・アフリカ支援米」田植えを 5 月 21 日に安芸高田市で実施する。などにつ

いて確認しました。夏の参議院選挙が迫るなか、戦争法の発動を阻止するため、職場や

地域でがんばり合いましょう。 

「平和運動センター２０１６年構成組織交流会」 

   ◇開催日 ６月１９日（日）１７時～１９時 

  ◇場 所  ワークピア広島 広島市南区金屋町1-17 

◇内 容  加盟労働組合間の交流をはかる 
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地区労だより【神石地区労センター】 

   〓集まることから仲間づくりを！〓 

神石地区労センター(岸展弘議長:自治労神石高原

町職)は、神石高原町職員労働組合を中心として、

自治体合併後組織役員の再編を行い、現在 11 年目

の活動を行っています。この間、構成組織も組織の

再編があり現在は、ＪＰ労組・広教組・高教組・神

石高原町職労の４組織により活動しています。 

年間のおもな活動としては、青年・女性が中心と

なって「反核平和の火のリレー」などの活動をしている広島県青年女性平和友好祭神石

地区実行委員会への協力があり、年に数回、平和学習を行っています。 

そのほかには、連合府中地協と一緒に、働くものの祭典である神石地区メーデーを行

っています。地域で働くものの仲間づくりが第一ということ、また平和・民主主義につ

いて考える場として身近な仲間と職場で考えてもらえるように思いを込めて、毎年プラ

カードを製作してもらい、コンテストで発表してもらっています。 

今後は、新たな構成組織加入を目指して地域の団体に働きかけるとともに、地区労を

中心とした仲間の輪にもっと広がりをもたせ、地域で平和・民主主義についての運動が

行うことができるように組織強化をしていきたいと思います。 

                    （神石地区労センター事務局 渡邉修二） 

 

 

 戦争法廃止！安倍政権退陣！４・１９行動 

  〓戦争法の廃止を求める署名は、さらに６月末まで継続します〓 

 4 月の戦争法廃止！安倍政権退陣「19 日行動」は、4

月 19 日に実施しました。 

戦争をさせないヒロシマ 1000 人委員会は、17 時 30 分

から広島・八丁堀福屋前において約 50 人が参加して街頭

署名活動を行い、104 筆の署名を集約しました。 

加えてこの日は、熊本県を中心に相次いで発生した「熊

本地震」について、被災地支援の街頭カンパ活動も併せて

取り組みました。ご賛同いただきました支援金（12,244

円）は、中国新聞社会事業団を通じて、被災県に送付させ

ていただきました。 

「戦争法の廃止を求める統一署名」は、4 月 25 日に第

１次集約を行い、5 月 19 日に国会に請願として提出予定

です。ヒロシマ 1000 人委員会では、各労働組合・団体、

そして街頭行動で取り組んだ署名数＝56,602 筆を中央の

平和フォーラムに報告しました。 

「戦争をさせない 1000 人委員会」では、7 月の参議院選挙に向けて、戦争法の危険

性と廃止の重要性を訴える意義が大きいことから、署名は 6 月末まで継続することにし

ています。毎月の 19 日行動への参加、地域での街頭行動に積極的に取り組んでいただ

きますようお願いします。 
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県原水禁「Ｇ７外相会合開催にあたって」要請(4 月 5 日) 

＝岸田外相・広島県知事・広島市長＝ 

  4 月 10～11 日に広島市で開催される「Ｇ７外相会合」の開催にあたって、広島県

原水禁（佐古正明・金子哲夫・秋葉忠利代表委員）は、4 月 5 日に被爆地選出の岸田文

雄外相（下岸秘書）、県民の代表である広島県知事（高垣副知事）、平和首長会議会長

の広島市長に被爆地ヒロシマとしての役割を果たしていただくように要請書を提出しま

した。要請の内容は、①被爆の実相に触れ、また被爆者の証言に接し、核兵器による悲

劇を二度と起こしてはならないと決意を新たにした。②核軍縮に向けた交渉を義務付け

た核不拡散条約を誠実に遵守することを被爆地広島で誓う。というものです。 

 

2016 年 4 月 5 日 

 

外務大臣 

岸田 文雄 様 

 

原水爆禁止広島県協議会（広島県原水禁） 

                               代表委員 佐古 正明 

                                代表委員 金子 哲夫 

                               代表委員 秋葉 忠利 

 

要請書 

G7 外相会合広島開催に当って 

 

来る 4 月 10 日と 11 日に広島で G7 外相会合が開かれます。被爆地での外相会合としての声

明がまとめられると思いますが、その中に次の 2 点が含まれるようになることは、広島市民・

県民そして我が国、ならびに世界市民の切なる願いです。被爆地選出の大臣、国会議員とし

て、岸田外務大臣にそのためのイニシャティブを取って頂きたく、お願い申し上げます。 

 

記 

 

① 被爆地において被爆の実相に触れ、また被爆者の証言に接し、「こんな思いを他の誰に

もさせてはならない」という被爆者のメッセージに心から賛同し、核兵器によるこのよう

な悲劇を二度と起こしてはいけないとの決意を新たにした。 

② その結果として、我々が外相を務める国々も批准し遵守の義務のある核不拡散条約に規

定されている第 6 条を「誠実に」遵守することを、被爆地広島で厳粛に誓う。 

[註]核不拡散条約第 6 条  各締約国は、核軍備競争の早期の停止及び核軍備の縮小に関する
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効果的な措置につき、並びに厳重かつ効果的な国際管理の下における全面的かつ完全な軍

備縮小に関する条約について、誠実に交渉を行うことを約束する。 

 

Each of the Parties to the Treaty undertakes to pursue negotiations in good faith on 

effective measures relating to cessation of the nuclear arms race at an early date 

and to nuclear disarmament, and on a treaty on general and complete disarmament 

under strict and effective international control. 

 

[背景] 

 ①広島会議は、核廃絶に向けての一大転換点になり得る。 

   （ア）初めて被爆地を訪問し被爆の実相と被爆者の証言に触れることによるインパクトは 

         計り知れない。例えば 2008 年の G8 下院議長会議での経験から明らか。   

   （イ）今回のホストは、広島選出の岸田文雄外務大臣であり、外務大臣の職責は、所属政 

         党の主張を国際社会で述べることではなく、日本国民を代表して国際社会で発言す 

         ることである。その際、国民を「生活」のレベルで代表する自治体の首長の意思が 

         尊重されて当然である。  

  （ウ） 同時に、広島選出の国会議員として「ヒロシマの心」の代弁をするこの機会を有効 

         に生かしてくれることを広島市民・県民は期待している。さらにこれは、広島だけ 

         ではなく、「ヒロシマの心」を「我が町の心」と奉じている世界の都市の思いであ 

         る。 

 

 

第３１回「４・９反核燃の日全国集会」が青森で開催 

〓核燃料サイクル施設の廃止と原発再稼働反対を訴える〓 

  4 月 9 日、第 31 回「4.9 反核燃の日全国集会」が青森

市「青い森公園」において開催され、全国各地から 1,100

人が参加しました。（広島から 2 人参加） 

  この集会は 1985 年 4 月、当時の北村青森県知事が「核

燃サイクル施設」の受け入れを表明して以来、危険でムダ

な再処理工場を一刻も早く止めるため、毎年抗議集会が開

催されています。 

 集会では、勝島一博原水禁国民会議副事務局長、青森県

反核実行委員会三上武志委員長のあいさつや福島県平和フ

ォーラムの根本事務局長の現地報告などが行われました。

また、集会の最後には「県内の原子力施設の撤去を求め、

全国の原発を運転停止に追い込み、未来の子どもたちへの

負担軽減のために全力を挙げて取り組む」とのアピールを

採択し、参加者が「ストップ！原発再稼働」などとプラカ

ードを一斉に掲げて決意を固めました。 

  集会後、参加者は市内をデモ行進し、「再処理工場稼働反対！」「大間原発建設再開

反対！」「東通原発再稼働反対！」などとシュプレヒコールをあげました。 

  その後、リンクステーションホール青森で反核燃の日全国交流集会が開かれました。

翌日 10 日には、六ヶ所村の日本原燃正門前で抗議集会に参加しました。 
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原発事故から３０年「４・２６チェルノブイリデー」 

 〓チェルノブイリ・フクシマを繰り返すな！〓 

  広島県原水禁と平和運動センターは、毎年、チェルノブ

イリ原発大爆発事故（旧ソ連・ウクライナ共和国）が起き

た 4 月 26 日に「チェルノブイリデー」の取り組みを行っ

ています。今年は、チェルノブイリ原発事故から 30 年、

福島原発事故から 5 年の節目にあたり、あらためて２つの

問題を結んで核被害について考えていきました。 

 26 日、12 時 15 分から原爆慰霊碑前に 75 人が参加して 

30 分間座り込み行動を行い、脱原発、原子力政策の転換

を訴えました。座り込みにあたり、県原水禁の金子哲夫代

表委員は、「被爆地広島はチェルノブイリや福島原発事故

を忘れてはならない。核被害者と連帯していかなければな

らない」とあいさつを行いました。座り込みの最後に、核

兵器廃絶、原発に反対し、原子力に頼らないエネルギー政

策の転換を求めるアピール文を参加者一同で採択しました。  

なお、早朝には、広島地区労組会議が広島市のそごう前

で街頭ビラ配布を実施しました。 

 また、夕刻には自治労会館において、兵庫医科大学助教

・医師の振津かつみさんによる講演会「チェルノブイリ

30 年・フクシマ 5 年―チェルノブイリとフクシマ事故か

ら学ぶ―」を開催しました。 

振津さんは、「放射能汚染で地域社会は崩壊し、被曝に

よる健康不安は生涯続いている。ヒバクの被害をこれ以上

くり返してはならない。チェルノブイリ・フクシマの現実に学び、被災者の思いを受け

止めることが大切である。フクシマを『核時代の終わりの始まりに』しよう」と訴えま

した。 

 

４・２６チェルノブイリデー」アピール 

 チェルノブイリ原発事故から３０年が過ぎた今も、その被害は続いています。現在もなお、

原発から３０キロ圏内や３００キロ離れた高汚染地域が永久に居住禁止となり、人が住めない

廃墟となっています。そして、広範囲な放射能汚染は続き、身体への影響は、甲状腺ガン、白

血病、そのほかの疾病が多数あらわれ、その苦しみは今も続いています。事故処理に参加した

人々は健康を害しています。原発事故の恐ろしさを示すと同時に後世にわたって被害が続いて

います。 

 

世界には、いまだ約１万６０００発もの核兵器が現存し、人類は核兵器の脅威にさらされ続

け、さらに相次ぐ原発事故や核開発過程でヒバクシャを生みだし、生活や人権が脅かされてい

ます。あらためて核兵器だけでなく、それを取り巻く核社会・核文明そのものが根本から問わ

れています。 

 

 日本では、福島第一原発事故から５年が経ちましたが、いまでも事故の収束は見通せず、汚
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染水や除染、子どもたちの甲状腺の問題、労働者被ばく、健康被害など多くの問題が深刻化し

ています。事故は、あらためて「核と人類は共存できない」ことを教えています。私たちは、

事態の早期収束を願うとともに、このような惨禍を生み出した原発からの脱却に向けた政策転

換を強く求めて、取り組みを行っていきます。 

 

 しかし安倍政権は、多くの反対の声を押し切って、九州電力・川内原発、関西電力・高浜原

発の再稼働を強行しました。（２０１６年３月９日の大津地裁「高浜原発３・４号機運転差し

止め決定」により高浜原発は運転中止）。さらに、四国電力伊方原発が７月に再稼働させると

も報じられています。チェルノブイリ原発事故や福島原発事故の惨状を見れば、脱原発は当然

のことです。原発重大事故をこれ以上繰り返してはなりません。人類史上はじめて原子爆弾の

惨禍を被った私たちヒロシマは、核兵器廃絶そして原発に反対し、原子力に頼らないエネルギ

ーの転換を求めていきます。 

 

 ◆チェルノブイリ原発事故を忘れてはなりません！ 

 ◆福島第一原発のような事故を二度と起こしてはなりません！ 

 ◆原発の再稼働・新増設を許してはなりません！ 

 ◆新たなヒバクシャを生み出してはなりません！ 

 

                               ２０１６年４月２６日 

                   「４・２６チェルノブイリデー」行動参加者一同 

 

 

 
部落解放広島県共闘会議第１回幹事会開催（３月２９日） 

  〓連合加盟組合に「狭山リーフレット」を配布〓 

部落解放県共闘会議は、3 月 29 日にワークピア広島において

2016 年度第 1 回幹事会を開催し、今年度の具体的な活動や当面

する活動について協議を行いました。 

①県共闘会議の「幟旗」を作成する。②狭山事件の啓発活動

として、「狭山リーフレット」を連合加盟組合に配布をする。

また、5 月 24 日に開催される狭山事件の再審を求める市民集会（東京・日比谷野外音楽

堂）に参加する。③6 月の就職差別撤廃月間の取り組みについて、労働局、広島県、県

教委に要請を行う。④部落問題学習会を 11 月 26 日（土）に呉市で開催する。などを確

認しました。 

 

 

                新聞に見る「ヒロシマ」(3/31～4/25)  

見出しから 日付 新聞 

ひろしまレポート 核３分野採点 非保有国 評価下がる 3.31  中国 

原爆資料館が値上げ 4.1  中国 

 Ｇ７外相、広島平和公園へ 核保有の米英仏、初 4.3  朝日 

 ７ヵ国外相、平和公園へ 核保有 米英仏は初  4.3  中国 

７ヵ国外相 平和公園へ 核なき世界へ決意示せ（社説）  4.4  中国 

 惨禍 あのまま伝える 原爆ドーム足場を撤去  4.5  中国 
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廃炉 電力４社提携へ 原発事故時対応も  4.6  朝日 

 被爆の惨禍 文言削除 国連核禁止決議  4.6  中国 

ヒロシマの決意 明記を 県原水禁、外相らに要請  4.6  中国 

 米の原爆開発拠点 ロスアラモス 原爆資料館と交流模索  4.6  中国 

園内一時立ち入り禁止 原爆資料館は開館短縮  4.8  中国 

 被爆地訪問 指導者へ促す 「広島宣言」固まる  4.9  中国 

Ｇ７広島宣言「核の非人道性」盛らず 被爆地から不満の声  4.9  朝日 

 核なき世界へ一歩 外相会合きょう開幕  4.10  中国 

 政権「９条は核禁止せず」「三原則は堅持」  4.10 朝日 

 原爆症 高裁も認定 熊本の基準外被爆者３人  4.12  朝日 

 核なき世界 あきらめない Ｇ７外相会合 被爆者の思い  4.12  朝日 

核なき世界へ機運醸成 保有国への配慮も  4.12 中国 

 ７ヵ国外相慰霊碑献花 保有国の米英仏が初  4.12 中国 

 核軍縮には大きな一歩（コラム） 4.12 中国 

惨状の一端に「衝撃」ドーム 急きょ訪問 4.12 中国 

被爆者の思いは Ｇ７外相会合閉幕  4.13 朝日 

どう見たヒロシマ会合 米英仏などの海外メディア  4.13 中国 

オバマ氏広島訪問に道 米、外相会合を評価  4.13 中国 

 オバマ氏の広島訪問検討 米政権、公式に認める  4.14 中国 

 オバマ氏訪問 前向き検討「広島、核なき世界を象徴」  4.14 朝日 

 「高宮被爆者の会」結成 「友の会」に代わる新組織  4.16 中国 

 旧理学部「保存を」７４％ 広島大被爆建物へ市民アイディア  4.19 中国 

 「黒い雨」訴訟 「不当な線引き 見直しを」  4.19 朝日 

 原爆ドーム工事再開 ７月末までに完了へ  4.19 中国 

 ジュネーブ・国連作業部会 広島市長 出席へ調整  4.20 中国 

 原爆投下の日時 正解児童倍増 広島市教委  4.20 朝日 

 外国人入館 最多３３万人 原爆資料館１５年度  4.21 中国 

 被爆ピアノ 新たに一台 平和演奏に寄贈  4.21 朝日 

 被爆建物 広島大旧理学部１号館の活用策  4.22 朝日 

 見えぬ放射線 汚染風化 消えない爪痕 チェルノブイリ３０年  4.22 中国 

 イノシシ肉基準値超え 1000 キロ先のチェコ 消えない爪痕 チェルノブイリ３０年  4.23 中国 

 オバマ氏広島へ 「核なき世界へ行動を」  4.23 中国 

 核廃絶への「好機」 オバマ大統領 広島へ  4.23 中国 

 オバマ米大統領 広島へ 現職初 サミット後  4.23 中国 

 オバマ大統領 広島へ 被爆者の声に耳傾けよ（社説）  4.24 中国 

 「帰りたい」人も思いも消えていく チェルノブイリ３０年(上)  4.24 朝日 

 燃料手つかず 先送りしか チェルノブイリ３０年（下）  4.25 朝日 

 チェルノブイリの３０年 福島支援に教訓生かせ（社説）  4.25 中国 

 オバマ氏、広島訪問なら 「平和宣言に反映」  4.25 中国 
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                   【 ご 案 内 】 

 ■復帰４４年（第３９回）５・１５沖縄平和行進 

  ◇期 間 ５月１２日（木）～１６日（月）４泊５日 

  ◇日 程 12 日(木)＝全国結団式／那覇市パレット市民劇場 

            13 日(金)～15 日(日)＝平和行進 

15 日(日) ＝５.１５県民大会／新都心公園 

           フィールドワーク(広島県独自) 

■「ストップ！戦争法」５月街頭署名行動 

 ◇開催日 ５月１９日（木）１７時３０分～１８時３０分 

◇場 所 広島市本通り・青山前 

 ■「アジア・アフリカ支援米」田植え 

   ◇開催日 ５月２１日（土）１０時～１１時３０分 

   ◇場 所  安芸高田市向原町 友井征治さんの田んぼ 

◇内 容  手植えでの田植え 

■２０１６部落解放・人権啓発講座 

  ◇日 時 ５月２２日（日）１３時～１５時４０分 

  ◇会 場 三原市芸術文化センターポポロ 

  ◇内 容  ①講演「人種差別、民族差別を撤廃するために」 

                  講師：師岡康子さん(弁護士) 

              ②講演「インターネット上の人権侵害の実態と行政課題」 

          講師：高橋雅和さん(福山市人権推進課長兼啓発担当次長) 

  ◇参加券 ２，０００円 

  ■狭山事件の再審を求める市民集会 

  ◇日 時 ５月２４日（火）１３時～１４時３０分 

  ◇場 所 東京・日比谷野外音楽堂 

  ◇内 容 集会（弁護団報告、基調報告、石川一雄さんアピールなど） 

  ■戦争法廃止！安倍内閣退陣！６．５ヒロシマ集会 

    ◇日 時 ６月５日（日）１４時～１５時 

    ◇会 場 原爆ドーム前 

 


